
76年前の今 日、我が故郷は、一発の原子爆弾によって一瞬で焦土と化 し、罪のない多くの人々に惨たらしい

死をもたらしただけでなく、辛 う"じ て生き延びた人々も、放射線障害や健康不安、さらには生活苦など、

その生涯に渡って心身に深い傷を残 しました。被爆後に女の子を生んだ被爆者は、「原爆の恐ろしさが分かっ

てくると、その影響を思い、我が身よりも子どもへの思いがいっぽいでぎ悩み、心の苦しみへと変わってい

く。娘の将来のことを考えると、一層苦しみが増し、、夜も眠れない日が続いた。」と語 ります。
.  ‐

_

「こんな思いは他の誰にもさせてはならない」、これは思い出したくもない辛く悲惨な体験をした被爆者が、

放射線を浴びた自身の身体の今後や子どもの将来のことを考えざるを得ず、不安や葛藤、苦悩から逃れられ

なくなった挙句に発 した願いの言葉です。被爆者は、自らの体験を語 り、核兵器の恐ろしさや非人道性を

伝えるとともに、他人を思いやる気持ちを持つて、平和への願いを発信 してきました。こうした被爆者の

願いキ行動が、175年 という歳月を経て、ついに国際社会を動かし、今年 1月 22日 、核兵器禁上条約の発効
とい う形で結実しました。これからは、各国為政者がこの条約を支持 し、それに基づきく核の脅威のない

持続可能な社会の実現を目指すべきではないでしょうか。           .

今、新型コロナウイルスが世界中に蔓延し、人類への脅威となっておう、世界各国は、それを早期に終息さ
せる方向で一致し、対策を講じています。その世界各国が、戦争に勝利するために開発され、人類に凄惨な
結末をもたらす脅威となってしまった核兵器を、一致協力して廃絶できないはずはありません。持続可能な
社会の実現のためには、人々を無差別に殺害する核兵器との共存はあり得ず、完仝なる撤廃に向けて人類の

英知を結集する必要があります。    ‐`

核兵器廃絶の道のりは決 して平坦ではありませんが、被爆者の願いを引き継いだ若者が行動 し始めている
ことは未来に向けた希望の光です9あの日、地けを見たと語る被爆者は、「たとえ小ざなことからでもt一人
一人が平和のためにできることを行い、_か けがえのない平和を守り続けてもらいたい。」と、未来を担う若者
に願いを託します。これからの若い人にお願い したいことは、身の回り、の大切な人が豊かで健やかな人生を
送るためには、核兵器はあってはならないという信念を持ち、それをしらかりと発信し続けることです。

若い人を中心とするこうした行動は、必ずや各国の為政者に核抑止政策の転換を決意させるための原動力に
なることを忘れてはいけません。被爆から3年後の広島をi訪れ、復興を目指す市民を勇気づけたヘレン・

ケ ラ‐ さん は 、「一 人 で で き る こ とは多 くな い が 、 皆 一 緒 にや れ ば 多 くの こ とを成 し遂 げ られ る。」 とい う

言葉で、個々の力の結集が、世界を動かす原動力 となり得ることを示 しています。為政者を選ぶ側の市民

社会に平和を享受するための共通の価値観が生まれ、人間の暴力性を象徴する核兵器はいらないという声が

市民社会の総意となれば、核のない世界に向けての歩みは確実なものになっていきます。被爆地広島ば、 .
引き続きく被爆の実相を 「守 り」、国境を越えて 「広め」、次世代に 「伝える |た めの活動を不断に行い、

世界の 165か国 。地域の 8,000を 超える平和首長会議の加盟都市と共に、世界中で平和への思いを共有する

。ための文化、「平和文化」を振興し、為政者の政策転換を促す環境づくりを進めていきます。

'核軍縮議論の停滞により、核兵器を巡る世界情勢が混迷の.様相を呈する中で、各国の為政者に強く求めたい
ことがあります。それは、他国を脅すのではなく思いや り、長期的な友好関係を作 り上げることが、自国の

利益につながるという人類の経験を理解 し、核により相手を威嚇 し、自分を守る発想から、対話を通 じた

信頼関係をもどに安全な保障し合 う発想へと転換するとい ぅことです。そのためにも、被爆地を訪れ、被爆
の実格を深く理解 していただいた上で、・核兵器不拡散条約に義務づけられた核軍縮を誠実に履行するととも
に、核兵器禁止条約を有効に機能させるための議論に加わっていただきたい。             _

日本政l府には、被爆者の思いを誠実に受け止めて、一刻も早く核兵器禁止条約の締約国となるとともに、
これから開催 される第 1回締約国会議に参加 し、各国の信頼回復と核兵器に頼 らない安全保障への道筋を

描ける環境を生み出すなど、核保有国と非核保有国の橋渡し役をしっかりと果たしていただきたい。また、
平均年齢が 841歳近くとなった被爆者を始め、心身に悪影響を及ぼす放射線によりt生活面で様々な苦しみを _К

抱える多くの人々の苦悩に寄 り添い、黒い雨体験者を早急に救済するとともに、被爆者支援策の更なる充実｀
を強く求めます。             ・   ・   ｀

本日、被爆 76周年の平和記念式典に当たり(原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、核兵器
・廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向.け 、

ど
被爆地長崎、そして思いを同じくする世界の人々と手を

取」り合い、共に力を尽くすことを誓います。                              ,
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pn r,hjs day 76.years qgg, a-single atomic bomb instantly reduced- our tometown to a scorched plain. fhat
bombing brought cruel death to countless innocent victims and left'those who managed to survive with
profound, lifelong physical and emotional injuries due to radiation, fear of aftereffects, and economic hardship.
One survivor who gave birth to a girl soon after the bombing says, "As more horrorS oithe'bomb came to Hgdt,
and I became more concerned about their effects, I worried less aborit mysElf and. more about rny- chlld:
Imagining the future awaiting my datrghter, my suffering grew. night after sleepless night:"

'No one else should ever Suffer as we have." These words express the will of survivors who, having known
horrors too painful to recall, were condemned to fear, frustrition, and agony by the likely-future'of thbir
children and their own irradiated bodies. When hibakusha tell their stories, they convey not only the horror and -
inhtmanity of 

'nuclear 
weapons but also an intense yeaming for peace, bom of compassion. Finally, after 75

long years of sustained activity, their demands have moved the intemational community. This year, on January
22, the Tseaty on the Prohibition of Nuclear WeaponS (TPNW) entered into effect..It remains now for world
leaders to support this treaty, shifting their focus to*ard a truly sustainable society free from nuclear weapons.
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total abolition.
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The road to abolition will not be smooth, but a ray of hope shines from the young people now taking up the
hibakusha's quest. One survivor who witnessed heil that diy entrusts our futuie to flre young with thes6 wfrds:
"Start small. but start. I hope each o[ you will do whatever you can to promote and maintain the treasure we
call peace." I ask our ycung to sustain an unshakeable conviction that nuclear weapons are. incompatible with
full, healthy.lives for their loved ones. I frrther ask them to share that conviction persuasively with people
around the world.

We must never forget that young people can certainly compel world leaders to furn away from nuclear
deterrence. Three'years after the bombing, Helen Keller visited Hiroshima. encouraging its residents in the
struggle to recover. ooAlone we can do so little. Together we can do so much.-" Her words remind us that
individuak, when united, have the power to change-the world. If thedetermination to live in peace sweeps '

through civil society, people will elect leaders who share that determination. Nuclear weapons are the ultimate
*human violence. If civil society decides to live without them, ttie doorto a nuclear-weapon-free world will

open.wide. The atomic bombed city of $iroshima will never stop preserving the facts of the bombing,
disseminaling them beyond borders, and conveying them to the future. With the more thhn 8,000 Mayors for
Peace member ciries in 165 countries and regions, w9 will promote a worldwide "culture of peace.'r In a global
culture where peace is a universal value. wor'ld leadeiS witt'find the courage to correCt their pblicies.

Given the uncertainty conceming nuclear weapons derived
dernand to make of world leaders. The time has come for a profound tactical shift away fromreliance on
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MATSUI.J(azunn
Mayor
The City of Hiroshima
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